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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年３月期第１四半期 9,697 12.7 564 27.5 566 21.9 286 10.7

2026年３月期第１四半期 8,602 2.5 442 △9.1 464 △10.7 258 0.1

（注）包括利益 2027年３月期第１四半期 410百万円（15.9％） 2026年３月期第１四半期 354百万円（4.0％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2027年３月期第１四半期 19.32 －

2026年３月期第１四半期 17.46 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2027年３月期第１四半期 38,579 19,883 44.0 1,144.01

2026年３月期 36,831 19,692 45.7 1,135.88

（参考）自己資本 2027年３月期第１四半期 16,968百万円 2026年３月期 16,848百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年３月期 － 0.00 － 14.00 14.00

2027年３月期 －

2027年３月期（予想） 0.00 － 14.00 14.00

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
第２四半期（累計） 20,000 3.7 1,050 1.2 1,100 1.3 530 △19.8 35.73

通期 39,000 4.9 1,300 21.8 1,285 14.0 643 △9.1 43.37

１．2027年３月期第１四半期の連結業績（2026年４月１日～2026年６月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2027年３月期１Ｑ 15,180,000株 2026年３月期 15,180,000株

②  期末自己株式数 2027年３月期１Ｑ 347,365株 2026年３月期 347,365株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2027年３月期１Ｑ 14,832,635株 2026年３月期１Ｑ 14,832,679株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件および業績予想のご利用に当たっては、添

付資料Ｐ．３「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、賃上げによる所得環境の改善を背景に、個人消費が緩や

かに回復しました。一方で、為替相場の変動や、エネルギー価格の高止まりに見られる地政学的リスクが世界経

済の不確実性を高めています。

当業界におきましては、引き続き職人不足や原材料価格高騰、円安による仕入れコストの上昇が続いており、

住宅価格は高止まりの状態が続いています。また、人口減少の影響で新設住宅着工戸数が減少傾向にあり、厳し

い経営環境が見込まれています。一方で、地政学的不安定性が市場の一部で特需を生み出し、一過性の追い風と

なりました。

このような状況のもと、当社グループは卸売事業において新商品の開発・販売強化に取り組み、小売事業にお

いてはサービスの充実を図り、顧客満足度の向上に努めてまいりました。

その結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高96億97百万円（前年同四半期比12.7％増）、営業利益

５億64百万円（同27.5％増）、経常利益５億66百万円（同21.9％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益２億

86百万円（同10.7％増）となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

（卸売事業）

売上高26億65百万円（前年同四半期比4.2％増）、営業利益１億83百万円（同0.1％減）となりました。住宅着

工戸数は４月から増加に転じており、全国では持家、総数ともに前年を上回って推移しております。４月から６

月までの北海道における新設持家着工戸数は1,919戸（前年同期比38.6％増）と前年を大幅に上回っております

が、前年同時期の制度改正に伴う混乱等による大幅減少の一時的な反動増であり、長期化するコスト高騰や金利

上昇などを背景に、今後は厳しい状況が続くものと予想しております。このような状況のもと、換気関連商品の

「Ａｉｒ　ｓａｖｅ」をはじめとするオリジナル商品の販売強化と、適正価格による販売に努めました。

（小売事業）

売上高64億50百万円（前年同四半期比21.4％増）、営業利益３億85百万円（同45.4％増）となりました。昨年

７月のジョイフルエーケー釧路店開業がプラスに寄与しましたことと、既存店におけるお客様満足度の向上と粗

利率の改善に注力し、賃上げなどによる販売費及び一般管理費の増加を吸収しつつ、大幅な増収増益となりまし

た。

（不動産事業）

売上高１億59百万円（前年同四半期比18.0％減）、営業利益１億13百万円（同1.8％増）となりました。賃貸

資産の適切なメンテナンスと管理により収益基盤を維持するとともに、分譲マンション「ザ・札幌タワーズ」の

引き渡し完了が売上及び利益に寄与しました。

（足場レンタル事業）

売上高１億70百万円（前年同四半期比3.2％増）、営業損失０百万円（前年同四半期は営業利益６百万円）と

なりました。中・高層建築向けの次世代足場の新規受注は堅調に推移しましたが、費用増加により営業損失を計

上しました。

（サッシ・ガラス施工事業）

売上高２億52百万円（前年同四半期比31.7％減）、営業利益21百万円（同25.2％増）となりました。売上は減

少したものの、工事現場での設計、監理、施工の品質向上と業務効率化の徹底により利益率を改善し、営業利益

は増加しました。
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（２）当四半期の財政状態の概況

（資産）

当第１四半期連結会計期間末における資産合計は385億79百万円となり、前連結会計年度末に比べて17億48百

万円増加しております。これは主に、売上債権が９億54百万円、商品が８億52百万円それぞれ増加したことによ

るものであります。

（負債）

当第１四半期連結会計期間末における負債合計は186億95百万円となり、前連結会計年度末に比べて15億57百

万円増加しております。これは主に、買入債務が13億90百万円、未払法人税等が１億23百万円それぞれ増加した

ことと、短期借入金及び長期借入金が２億90百万円減少したことによるものであります。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産は198億83百万円となり、前連結会計年度末に比べて１億91百万

円増加しております。

この結果、自己資本比率は44.0％（前連結会計年度末は45.7％）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

現時点において、2026年５月11日付「2026年３月期　決算短信」において発表しております2027年３月期の第

２四半期累計期間および通期の連結業績予想に変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,772,845 4,668,466

受取手形、売掛金及び契約資産 1,884,872 2,811,464

電子記録債権 339,317 367,017

商品 5,767,342 6,619,543

販売用不動産 508,997 494,583

仕掛販売用不動産 7,302 7,302

その他の棚卸資産 14,125 11,232

その他 628,511 618,385

貸倒引当金 △1,739 △3,448

流動資産合計 13,921,576 15,594,548

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 14,037,681 13,897,069

土地 2,998,980 2,998,980

その他（純額） 2,957,504 3,095,316

有形固定資産合計 19,994,165 19,991,366

無形固定資産

その他 439,009 421,412

無形固定資産合計 439,009 421,412

投資その他の資産

その他 2,481,430 2,577,301

貸倒引当金 △4,979 △4,931

投資その他の資産合計 2,476,450 2,572,369

固定資産合計 22,909,626 22,985,147

資産合計 36,831,202 38,579,695

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,627,848 2,841,346

電子記録債務 151,450 328,945

短期借入金 3,810,000 3,730,700

未払法人税等 147,642 271,145

賞与引当金 233,662 316,505

その他 944,001 1,116,948

流動負債合計 6,914,605 8,605,591

固定負債

長期借入金 7,982,500 7,771,800

役員退職慰労引当金 29,010 29,010

退職給付に係る負債 363,474 375,638

資産除去債務 867,617 870,882

その他 981,156 1,042,815

固定負債合計 10,223,758 10,090,146

負債合計 17,138,363 18,695,737

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 793,350 793,350

資本剰余金 834,427 834,427

利益剰余金 14,735,442 14,814,420

自己株式 △133,065 △133,065

株主資本合計 16,230,154 16,309,132

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 541,284 582,863

土地再評価差額金 76,722 76,722

その他の包括利益累計額合計 618,006 659,586

非支配株主持分 2,844,677 2,915,239

純資産合計 19,692,838 19,883,958

負債純資産合計 36,831,202 38,579,695
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2026年４月１日

　至　2026年６月30日)

売上高 8,602,625 9,697,977

売上原価 5,890,877 6,572,428

売上総利益 2,711,747 3,125,549

販売費及び一般管理費

従業員給料及び賞与 889,460 1,003,049

賞与引当金繰入額 132,223 140,777

退職給付費用 16,672 16,888

貸倒引当金繰入額 1,149 1,807

その他 1,229,788 1,398,790

販売費及び一般管理費合計 2,269,294 2,561,312

営業利益 442,453 564,237

営業外収益

受取利息 159 76

仕入割引 14,602 12,281

その他 23,480 21,670

営業外収益合計 38,242 34,028

営業外費用

支払利息 15,569 31,546

その他 708 495

営業外費用合計 16,277 32,041

経常利益 464,419 566,224

特別利益

投資有価証券売却益 － 12,040

特別利益合計 － 12,040

税金等調整前四半期純利益 464,419 578,264

法人税、住民税及び事業税 168,605 249,855

法人税等調整額 △28,146 △40,548

法人税等合計 140,459 209,306

四半期純利益 323,959 368,957

非支配株主に帰属する四半期純利益 64,991 82,322

親会社株主に帰属する四半期純利益 258,967 286,634

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2026年４月１日

　至　2026年６月30日)

四半期純利益 323,959 368,957

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 30,116 41,579

その他の包括利益合計 30,116 41,579

四半期包括利益 354,076 410,536

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 289,084 328,214

非支配株主に係る四半期包括利益 64,991 82,322

（四半期連結包括利益計算書）
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（単位：千円）

卸売
事業

小売
事業

不動産
事業

足場
レンタル

事業

サッシ・
ガラス施工

事業
合計

売上高

顧客との契約から

生じる収益
2,558,017 5,315,023 86,020 165,462 369,011 8,493,534

その他の収益 － － 109,090 － － 109,090

外部顧客への売上高 2,558,017 5,315,023 195,110 165,462 369,011 8,602,625

セグメント間の

内部売上高又は振替高
121,966 402 9,270 117 255 132,011

計 2,679,984 5,315,426 204,380 165,579 369,266 8,734,637

セグメント利益

又は損失（△）
183,831 265,393 111,361 6,297 16,858 583,742

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 583,742

セグメント間取引消去 △4,591

全社費用（注） △136,697

四半期連結損益計算書の営業利益 442,453

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2025年４月１日　至　2025年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（単位：千円）

卸売
事業

小売
事業

不動産
事業

足場
レンタル

事業

サッシ・
ガラス施工

事業
合計

売上高

顧客との契約から

生じる収益
2,665,086 6,450,202 28,570 170,682 252,038 9,566,580

その他の収益 － － 131,396 － － 131,396

外部顧客への売上高 2,665,086 6,450,202 159,967 170,682 252,038 9,697,977

セグメント間の

内部売上高又は振替高
143,845 664 9,270 759 638 155,176

計 2,808,932 6,450,866 169,237 171,441 252,676 9,853,154

セグメント利益

又は損失（△）
183,573 385,782 113,390 △300 21,112 703,558

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 703,558

セグメント間取引消去 △6,575

全社費用（注） △132,746

四半期連結損益計算書の営業利益 564,237

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2026年４月１日　至　2026年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

前第１四半期連結累計期間
（自　2025年４月１日

至　2025年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2026年４月１日

至　2026年６月30日）

減価償却費 278,184千円 377,322千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。
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